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財政力の強さをはかる指

標で「基準財政収入額÷

基準財政需要額」の３ヵ

年の平均値を用います。

自主的に収入とすること

ができるお金の比率で、

行政活動の自主性と安定

性の尺度とも言えます。

公債費の占める割合で、

この比率が高くなると他

の事業に充てる財源を圧

迫することになります。

義務的経費を毎年継続し

て入る収入総額で割った

もので、値が低いほど弾

力性があると言えます。
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　入ったお金を財源の構成上

から見ると、「自主財源」が61

％で前年度を６ポイント上回

り、また国県支出金等の「依存

財源」は39％と、前年度を６

ポイント下回っています。

　一般的に、自主財源の確保

と強化によって町の自立性が

高められると言われることか

ら、こうした傾向を維持する

ことが理想だと言えます。

※金額は100万円未満の計算方法により、

　合計額が一致しない部分があります。




